














































































個 人 研 究
食糧管理制度に基づく莫大な政府米取扱手数料ならび
に倉敷料収入，および農家の政府米売渡代金の貯金受
入れで農協は経営の安泰を約束されている。他の事業
に消極的となる所以である。
　いずれにしても総合農協などというものは西ヨーロ
ッパに類のないもののようである。日本の農協も，農
業の企業化などのスローガンが掲げられている今日，
農協をなにゆえ組織するのかをもう一度考えなおして
みる必要がある。そうすることによって，西ヨーロッ
パの農協あるいは愛媛県の温泉青果農協のように，事
業別な組織をはじめてもつことができるのではなかろ
うか。そのようにして出てくる農協が専門農協なので
あり，本当の意味で農民の組織する農民のための農協
なのである。
（63）
